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参考 

参考－１ 産業立地戦略会議・進め方 
月 産業立地戦略会議 産業振興基本計画・土地利用検討調査等
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第２回会議（市内立地企業への支援策） 
・市内企業のニーズ、課題の把握 
・本市産業振興の基本的な方向 
・市内立地企業に対する支援策の検討（事例研究、

支援策の方向性） 

第４回会議（企業誘致・産業用地開発） 
・市内の産業用地の検討 
・産業用地の開発手法の検討 
・企業誘致の支援策の検討（支援策の方向性） 
・誘致対象の設定 

土地利用検討調査結果（H23 年度） 

・土地利用方策（産業振興関連） 

・土地利用手法（産業振興関連） 

産業振興基本計画 

・計画素案の作成 

第５回会議（創業支援） 
・ 市内における起業・創業の支援策の検討（事例

研究、支援策の方向性） 
・産業立地戦略（素案）の検討 

産業振興基本計画 

・事例研究 

・企業アンケート調査の実施 

・企業アンケート調査の分析 

・主要立地企業ヒアリング調査 

・市産業の課題 

・市内企業支援策の検討 

第６回会議 

・産業立地戦略（原案）の検討 

産業振興基本計画 

・本市の産業を取り巻く状況の整理

・本市の産業構造の整理 

・企業アンケート調査の設計・対象企

業の抽出 

産業振興基本計画 

・基本理念・基本目標（案） 

・施策、事業 

第３回会議（市内立地企業への支援策・企業誘致）
・市内立地企業に対する支援策の検討（事例研究、

支援策の方向性） 
・産業立地の動向 
・市内への立地ニーズ（アンケート調査結果） 
・企業誘致の支援策の検討（事例研究） 

産業振興基本計画 

・パブリックコメント 

・計画原案の作成 

第 1 回会議 
・会議の趣旨・目的・スケジュール 
・市の産業集積の経緯・状況 
・産業立地に関する意見交換 

【参考資料１】 



第 2回_産業立地戦略会議（H24.6.4 開催） 

-2- 

参考－２ 「10 年後の市内産業の目指すべき姿」たたき台 
 市外から多くの企業が継続的に市内に事業所を立地させている 

 市内の企業が引き続き市内で操業し事業を拡大している 

 市内の産業間・企業間の連携により付加価値の高い産業活動が行われている 

 周辺地域も含めて国際的に高い競争力を有する産業クラスターが形成されている 

 市内で様々な企業・事業者が起業し成長している 

 

 

図表 10 年後の市内産業の目指すべき姿の実現に向けた施策の方向性（案） 
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農業、食品加工業、観光、地場産業、
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◆ 誘致型産業振興
事業所を外部から地域内に誘致するこ

とで、雇用・税収増と既存事業所との相
乗効果を期待

工場や物流施設、商業施設など
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◆ 既存集積活性化型産業振興
地域に集積している既存の事業所の操

業が継続できる環境、新規事業を立ち
上げ成功できる環境を整備

工場や物流施設、サービス産業など

周辺地域（産業クラスターの形成）
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